
自 治 体 ＆ ソ ー シ ャ ル ビ ジ ネ ス ギ ャ ザ リ ン グ ピ ッ チ

Q U I N T B R I D G E には熱い思いをもった「自治体」、多様性あふれる

「企業」が所属しています。自治体ピッチは Q U I N T B R I D G E の中でも

名物イベントの一つで、昨年 1 0 月に 開催した自治体ピッチ第 3 弾 では、

1 0 0 人 を 超 える参加者が集まりました。 2 周年イ ベントでは、 地 域 課 題

を 解 決 す る た め の 事 業 ア イ デ ア を 持 つ 企 業 、 そ し て 課 題 に 熱 心 に 向 き 合

い 、 真 の 解 決 を 願 う 自 治 体 の 皆 さ ん が 一 堂 に 会 し て 、 具 体 性 の 高 い リ

バ ー ス ピ ッ チ を 実 施 します。

P o l i m i l l 株 式 会 社

登 壇 者 紹 介

テ ク ノ ロ ジ ー エ バ ン ジ ェ リ ス ト 。 香 港 生 ま れ 。 英 国 人 。 幼 少 期 は 長 野

県 白 馬 村 で ス キ ー に 興 じ る 。 社 会 で は も の づ く り か ら 情 報 の 流 通 と マ

ネ タ イ ズ ま で 幅 広 い 分 野 を 経 験 。

企 業 紹 介

2 0 2 1 年 創 業 ・ さ ま ざ ま な 専 門 領 域 の 達 人 約 3 0 人 が 参 画 す る

G o v T e c h プ ロ ジ ェ ク ト を 法 人 化 ・ 社 会 デ ザ イ ン プ ラ ッ ト フ ォ ー ム

「 S u r f v o t e 」 の 開 発 ・ 運 営 ・ 提 供

登 壇 タ イ ト ル

だ れ で も 課 題 の 解 決 に 参 加 で き る S N S 【 S u r f v o t e 】 ＆ デ ジ タ ル

公 共 財 の 活 用

B r o d y  J u l i a n （ ブ ロ デ ィ ジ ュ リ ア ン ）

株 式 会 社 A r m o r y

登 壇 者 紹 介

1 9 9 4 年 生 ま れ 。 北 海 道 出 身 。 海 外 の プ ロ サ ッ カ ー チ ー ム で の 挑 戦 を

誘 わ れ る も 怪 我 で 断 念 し 引 退 。 目 的 の な い 人 生 が 嫌 で 学 生 起 業 を 決

意 し 、 学 生 向 け 起 業 家 育 成 コ ミ ュ ニ テ ィ を 立 ち 上 げ た の ち 、 株 式 会 社

A r m o r y を 設 立 。

企 業 紹 介

「 若 者 が 挑 戦 す る 文 化 を 創 る 」 を ミ ッ シ ョ ン に 、 挑 戦 す る 機 会 や 仕 組

み を デ ザ イ ン す る 会 社 。 ア ン ト レ プ レ ナ ー シ ッ プ 教 育 を 通 し た マ イ

ン ド 形 成 や キ ャ リ ア / 起 業 支 援 ま で 手 掛 け て い る 。

登 壇 タ イ ト ル

持 続 可 能 な ア ン ト レ プ レ ナ ー シ ッ プ 教 育 の 仕 組 み を デ ザ イ ン す る

「 ア ン ト レ ク エ ス ト 」

福 永 祐 作
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株 式 会 社 I K E T E L

登 壇 者 紹 介

株 式 会 社 I K E T E L  代 表 取 締 役 社 長

＃ 大 阪 出 身 ( 日 本 全 国 3 周 ～ / 世 界 5 大 陸 を 渡 航 )

＃ 世 界 で 唯 一 「 フ グ の 毒 を 水 で 分 解 」 し た 人

＃ 前 職 は ダ イ キ ン 工 業 で 商 品 開 発 の 仕 事

＃ 顔 は 一 人 ジ ャ ル ジ ャ ル

企 業 紹 介

「 ガ ッ ツ と テ ッ ク で 地 域 ･ 社 会 の ミ ラ イ を つ く る 」 を V i s i o n  &  

M i s s i o n に 、 関 係 人 口 創 出 や 地 場 産 業 の ア ッ プ デ ー ト を 通 し た 地 域

の 活 性 化 、 社 会 問 題 の 解 決 に 取 り 組 ん で い ま す 。

松 本 栄 祐

株 式 会 社 Z I A I

登 壇 者 紹 介

大 阪 生 ま れ 大 阪 育 ち 。 神 戸 大 学 を 卒 業 後 に 新 卒 で 商 社 に 入 社 。 そ の 後

I T ベ ン チ ャ ー 企 業 を 経 て 独 立 。 2 0 1 9 年 に は イ ン ド で N G O 法 人

G a w a i n を 設 立 し 、 途 上 国 の ス ラ ム 街 に 住 む 女 性 や 子 ど も を 性 暴 力

か ら 守 る 世 界 初 の メ ソ ッ ド 開 発 ・ 展 開 に 従 事 。 こ れ ま で 1 2 , 0 0 0 人 に

介 入 し 、 犯 罪 予 防 率 は 9 0 % 以 上 を 達 成 。 翌 2 0 2 0 年 に は 日 本 で 自 殺

予 防 を 目 的 に し た 非 営 利 の A I 研 究 開 発 機 関 Z I A I を 立 ち 上 げ 同 団 体

代 表 理 事 。 2 0 2 3 年 に は 株 式 会 社 Z I A I を ス ピ ン ア ウ ト し 、 同 社 代 表

取 締 役 。

企 業 紹 介

“ カ ウ ン セ リ ン グ の 再 発 明 ” を 掲 げ る ヘ ル ス ケ ア A I ス タ ー ト ア ッ プ 。

自 殺 対 策 を 目 的 に し た A I 研 究 開 発 を 行 う 非 営 利 団 体 と し て 設 立 さ れ

た の が 起 源 。 最 大 の 強 み は 、 最 先 端 の 自 然 言 語 処 理 技 術 と 蓄 積 さ れ た

悩 み 相 談 デ ー タ に よ り 開 発 す る ” 傾 聴 A I ア ル ゴ リ ズ ム ” 。 こ れ ま で に

な い 傾 聴 体 験 を 提 供 す る こ と で 人 々 の 心 を 支 え 、 誰 も が 『 ま ず は 自 分

自 身 を 愛 せ る 社 会 』 を 目 指 し て い る 。

登 壇 タ イ ト ル

不 登 校 ・ ひ き こ も り の 予 防 に 向 け て テ ク ノ ロ ジ ー が で き る こ と

櫻 井 昌 佳

登 壇 タ イ ト ル

関 係 人 口 創 出 と 産 業 振 興 を 通 し た 地 域 ･ 社 会 の 活 性 化



株 式 会 社 オ リ ィ 研 究 所

登 壇 者 紹 介

リ ク ル ー ト （ 2 0 1 3 ～ 2 0 2 3 )

オ リ ィ 研 究 所 （ 2 0 2 3 ～ 現 職 )

企 業 紹 介

2 0 1 4 年 か ら 重 度 の 身 体 障 害 者 を 雇 用 し 、 重 度 障 害 が あ っ て も 分 身 ロ

ボ ッ ト を 操 作 で き る 様 々 な イ ン タ フ ェ ー ス の 開 発 を し 、 そ れ ら を 用 い

た 社 会 参 加 、 就 労 サ ポ ー ト を 実 施 。 分 身 ロ ボ ッ ト を 活 用 し た テ レ

ワ ー ク を 行 う 実 験 と し て 、 2 0 1 8 年 よ り 期 間 限 定 の 「 分 身 ロ ボ ッ ト カ

フ ェ D A W N  v e r . β 」 を 常 設 。 分 身 ロ ボ ッ ト を 活 用 し 、 テ レ ワ ー

ク で 働 き た い 人 と 、 接 客 や 案 内 な ど コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 人 材 に よ る 障

害 者 雇 用 を 求 め る 企 業 と の マ ッ チ ン グ を 実 現 。 そ の 中 で 、 分 身 ロ

ボ ッ ト を 活 用 し た コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 分 野 以 外 の ス キ ル を 活 か し た い

障 害 者 の 方 も 多 く お ら れ る こ と が 分 か り 、 分 身 ロ ボ ッ ト 活 用 に こ だ

わ ら な い 、 よ り 多 く の 人 の 選 択 肢 を 豊 か に す る こ と に 着 目 し た サ ー ビ

ス と し て 、 テ レ ワ ー ク に 特 化 し た 人 材 紹 介 サ ー ビ ス を 開 始 。

伴 有 花 子

株 式 会 社 キ ヨ ス ル

登 壇 者 紹 介

1 9 8 3 年 兵 庫 県 伊 丹 市 生 ま れ 。 立 命 館 大 学 経 営 学 部 を 卒 業 後 、 パ ソ コ

ン ソ フ ト 卸 売 の ル ー ト 営 業 、 総 合 商 社 子 会 社 で の 営 業 を 経 験 。

2 0 0 8 年 か ら 独 立 し 、 2 0 1 1 年 頃 か ら S E O 対 策 ・ リ ス テ ィ ン グ 広 告 ・

S N S 活 用 な ど を 独 学 で 学 び 始 め る 。 2 0 2 2 年 7 月 、 株 式 会 社 キ ヨ ス ル

を 設 立 。

企 業 紹 介

W e b マ ー ケ テ ィ ン グ 支 援 を 行 い 、 企 業 の 集 客 ・ 採 用 の お 手 伝 い を し

ま す 。 主 に リ ス テ ィ ン グ 広 告 ・ S N S 広 告 の 運 用 代 行 、 L P ・ ウ ェ ブ サ

イ ト 製 作 か ら ア ク セ ス 解 析 と 改 善 施 策 を 実 行 し ま す 。

登 壇 タ イ ト ル

「 法 定 三 帳 簿 サ ン チ ョ 」 が 地 方 の 人 材 採 用 ・ 定 着 を 加 速 さ せ る

松 本 孝 行

登 壇 タ イ ト ル

障 害 者 雇 用 問 題 と 人 材 不 足 を 同 時 に 解 決 す る
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ひ と ケ ア ワ ー ク L a b .

登 壇 者 紹 介

ひ と ケ ア ワ ー ク L a b . 主 宰 、 大 阪 公 立 大 学 ダ イ バ ー シ テ ィ 研 究 環 境 研

究 所 客 員 准 教 授 。

大 学 卒 業 後 、 2 0 代 は 会 社 員 、 3 0 代 は 子 育 て を し な が ら 様 々 な 市 民 活

動 に 参 加 。 4 0 代 目 前 に 大 学 院 に 入 学 し て か ら は 、 子 育 て と ジ ェ ン

ダ ー に つ い て 研 究 し て い る （ 博 士 （ 人 間 科 学 ） ） 。 大 学 院 在 学 中 の

2 0 1 0 年 に 大 阪 府 立 大 学 女 性 研 究 者 支 援 セ ン タ ー コ ー デ ィ ネ ー タ ー

と な り 、 現 在 も 大 学 の 女 性 活 躍 推 進 に 関 わ っ て い る 。

組 織 紹 介

ひ と ケ ア ・ ワ ー ク L a b . は 、 働 く 人 と ケ ア （ 子 育 て ・ 介 護 な ど ） の 問

題 を ジ ェ ン ダ ー 視 点 か ら 考 え て ・ 伝 え る こ と を 通 し て 、 暮 ら し や す い

社 会 づ く り に 貢 献 す る た め 、 2 0 2 2 年 か ら オ ン ラ イ ン セ ミ ナ ー な ど を

開 催 し て い ま す 。

登 壇 タ イ ト ル

ジ ェ ン ダ ー 視 点 か ら 考 え る 地 域 の 課 題 と 社 会 の 未 来

巽 真 理 子

株 式 会 社 さ い は ら

C o m i n g s o o n …

自治体＆ソーシャルビジネスギャザリングピッチ P.４

登 壇 者 紹 介

鹿 児 島 県 出 身 1 9 9 5 年 生 ま れ 法 政 大 学 国 際 文 化 学 部 卒 業 住 友 商

事 グ ロ ー バ ル メ タ ル ズ ㈱ に 入 社 し 北 米 ・ 欧 州 ・ ア ジ ア 向 け の 鉄 鋼 輸 出

業 務 に 従 事 2 0 2 2 年 に 鹿 児 島 県 に U タ ー ン し 株 式 会 社 さ い は ら 取 締

役 に 就 任

組 織 紹 介

【 創 業 年 月 日 】 2 0 2 1 年 4 月 1 日

【 事 業 内 容 】 不 動 産 業 ( 売 買 仲 介 ) ・ 相 続 コ ン サ ル 業

【 拠 点 所 在 地 】 鹿 児 島 市 下 荒 田 4 丁 目 4 6 - 2 3

登 壇 タ イ ト ル

空 き 家 マ ッ チ ン グ サ ー ビ ス で 鹿 児 島 県 を 活 性 化

裁 原 萌 衣



洲 本 市

登 壇 者 紹 介

洲 本 市 企 画 情 報 部 企 画 課 新 エ ネ ・ 域 学 連 携 担 当 係 長

2 0 0 0 年 に 五 色 町 （ 現 洲 本 市 ） に 入 庁 。 農 村 振 興 に 携 わ る 部 署 に 長 ら

く 勤 務 し た 後 、 2 0 1 9 年 か ら 現 職 。 現 在 ま で 、 再 生 可 能 エ ネ ル ギ ー 推

進 に 1 7 年 、 大 学 と の 連 携 に よ る 地 域 づ く り “ 域 学 連 携 事 業 ” に 1 1 年 従

事 。 2 0 1 7 年 に は 龍 谷 大 学 政 策 学 部 と の 連 携 に よ り 、 売 電 利 益 を 地 域

に 還 元 す る “ 地 域 貢 献 型 メ ガ ソ ー ラ ー ” を 市 内 の た め 池 水 面 に 設 置 。

組 織 紹 介

洲 本 市 は 、 地 域 と 大 学 の 連 携 に よ る ま ち づ く り 「 域 学 連 携 」 に 2 0 1 3

年 度 か ら 取 り 組 ん で い ま す 。 1 1 年 間 で 3 8 校 1 , 1 0 0 人 超 の 学 生 や 教 員

が 、 本 市 の 住 民 や 団 体 と 協 働 し 、 地 域 貢 献 型 発 電 所 の 設 置 、 古 民 家 や

廃 校 の D I Y 改 修 、 農 林 業 資 源 を 活 用 し た 商 品 開 発 な ど 、 活 性 化 に つ な

が る ユ ニ ー ク で 多 岐 に わ た る 成 果 を あ げ て き ま し た 。 近 年 で は 大 学 に

限 ら ず 、 新 た な チ ャ レ ン ジ を 求 め る 都 市 部 の 企 業 や 若 者 も 巻 き 込 ん だ

幅 広 い 連 携 に 発 展 し て き た こ と か ら 、 2 0 2 3 年 4 月 に 、 公 民 連 携 に よ

り 「 淡 路 島 ク エ ス ト カ レ ッ ジ 」 が 開 校 し ま し た 。

登 壇 タ イ ト ル

淡 路 島 ・ 洲 本 市 の 魅 力 や 資 源 を 活 か す ビ ジ ネ ス 、 一 緒 に や り ま し ょ う ！

高 橋 壱

※イラストはイメージです

兵 庫 県

登 壇 者 紹 介

工 学 系 大 学 院 を 修 了 後 、 電 力 会 社 に 入 社 。 エ ン ジ ニ ア リ ン グ 会 社 に 軸

足 を 移 し た 後 、 社 会 の し く み を 変 え る こ と に 関 心 を 抱 き 、 2 0 1 3 年 に

兵 庫 県 庁 入 庁 。 政 策 系 の 大 学 院 を 修 了 し 、 現 在 の 新 産 業 課 に て 次 世 代

成 長 産 業 支 援 に 取 組 む 。

組 織 紹 介

県 内 に は 「 播 磨 科 学 公 園 都 市 」 や 「 富 嶽 」 な ど の 世 界 最 高 水 準 の 科 学

技 術 基 盤 が 立 地 。 次 世 代 産 業 と し て 成 長 が 期 待 さ れ る 分 野 で 産 学 官 と

連 携 し て 、 国 内 外 を 先 導 す る 兵 庫 を 目 指 す 。

登 壇 タ イ ト ル

こ れ か ら 広 が る ド ロ ー ン の 可 能 性 ～ 兵 庫 県 に お け る 取 組 ～

井 上 大 輔

※イラストはイメージです
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※イラストはイメージです
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阪 南 市

登 壇 者 紹 介

未 来 創 生 部 ま ち の 活 力 創 造 課 観 光 担 当

組 織 紹 介

大 阪 府 の 南 に 位 置 し 、 大 阪 湾 と 和 泉 山 脈 に 囲 ま れ た 自 然 豊 か で 食 の

魅 力 あ ふ れ る 街 。

登 壇 タ イ ト ル

阪 南 市 の 「 食 」 、 「 自 然 」 を フ ッ ク に し た 観 光 展 開 に 向 け て

目 﨑 裕 也

三 宅 町

登 壇 者 紹 介

三 宅 町 役 場 み や け イ ノ ベ ー シ ョ ン 推 進 部 参 与

組 織 紹 介

三 宅 町 は 奈 良 盆 地 の 中 央 部 に 位 置 し 、 面 積 約 ４ ． ０ ６ ｋ ｍ で 全 国 で

２ 番 目 に 小 さ な 町 で す 。 小 さ さ を 生 か し た ま ち づ く り を 行 っ て い ま す 。

登 壇 タ イ ト ル

三 宅 町 役 場 の 挑 戦

岡 野 憲


